
（16）令和２年３月5日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
２
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

２
月
19
日
～
21
日
の
３
日
間
、

西
諸
畜
連
で
、
２
月
期
子
牛
セ
リ

市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は

表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆

さ
ん
は
解
約
や
値
引
き
等
発
生
し

な
い
よ
う
に
、
飼
養
管
理
に
は
充

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
生

産
検
査
以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や

尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な

こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当

者
に
相
談
す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ

市
上
場
時
に
必
ず
発
表
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は

畜
産
課
（
３
３
―
５
７
４
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
２
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

２
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ

ー
で
２
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
成
績
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
下
見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望

の
あ
る
方
は
畜
産
課(

☎
３
３
―

５
７
４
７)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☆
２
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

２
月
11
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛

品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
13
頭
が

出
品
さ
れ
、
成
績
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

営
農
情
報

令和２年２月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回 前回（２年１月 ) 前年 ( ３１年２月 )

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増　減 頭数 平均価格 増　減

メス 110 732,690 79 722,755 9,935 82 766,668 △33,978

去勢 117 861,111 135 849,680 11,431 100 906,832 △45,721

計 227 798,881 214 802,825 △3,944 182 843,681 △44,800

令和２年２月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者 ( 敬称略 )

優等賞 み り 塩 屋　 大 吾
壱等賞１席 あ ざ み 川 俣　 季 徳
壱等賞２席 さ つ き 西 脇 　 勲
壱等賞３席 か の ん 日 高　 将 也

〃 さ つ き 堂 原　 昭 八
〃 １ ５ ぱ る む 坂 元　 一 貴
〃 き よ ひ め 深 草　 純 一
〃 あ い り 日 高　 将 也
〃 ま つ 中 原　 安 尋
〃 １３おおやまの４ 坂 元　 睦 子
〃 あ き な 色 増　 拓 真
〃 や ま ぶ き １ ０ 山 中　 豪 幸
〃 な つ み 竹 下　 俊 廣

弐等賞 わ か ば 森 田　 誠 一
〃 み や び ３ ９ １ 横 山　 大 樹
〃 第 ９ ８ ２ み ち こ 木 村　 浩 二
〃 は な 狩 集　 豊 人
〃 く す は な １ ５ ３ 楠 元　 逸 夫
〃 ふ じ 盛 田　 美 次

※壱等賞３席以降の序列は付けてありません。

令和２年２月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 10 席 み り 塩 屋 　 大 吾
壱等賞 さ つ き 西 脇 　 勲

〃 第 １ ５ ぱ る む 坂 元 　 一 貴
〃 あ ざ み 川 俣 　 季 徳
〃 か の ん 日 高 　 将 也
〃 あ い り 日 高 　 将 也
〃 １３おおやまの４ 坂 元 　 睦 子

弐等賞 さ つ き 堂 原 　 昭 八
〃 あ き な 色 増 　 拓 真
〃 や ま ぶ き １ ０ 山 中 　 豪 幸
〃 な つ み 竹 下 　 俊 廣
〃 き よ ひ め 深 草 　 純 一
〃 ま つ 中 原 　 安 尋

※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません。

◎
畜
産
関
係
◎
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

ＪＡ宮崎経済連系統和牛枝肉共励会
　２月１８日、ＪＡ宮崎経済連系統和牛枝肉共励会が（株）ミヤチク高崎工場で開催され、ＪＡえびの
市管内から５名が出品しました。成績は以下のとおりです。
　グランドチャンピオンはＪＡ児湯の（株）壱岐ファームが獲得。共励会全体では、平均枝肉重量
５３０. ０kg、平均単価は kgあたり３, ０３７円で取引されました。

生産者
（敬称略） 性別

血統
生年月日 体重

（㎏）
枝肉重量
（㎏） 等級 BMS

父 母の父 祖母の父
吉 留 　 弘 去勢 忠国桜 美穂国 忠富士 H29.10.12 844 548.1 A5 9
神田　譲市 去勢 耕富士 勝平正 福桜（宮崎） H29.7.27 843 570.4 A5 12
橋口　誠也 去勢 耕富士 美穂国 安福久 H29.10.7 813 524.3 A5 12
松下　啓紀 去勢 耕富士 美穂国 勝平正 H29.10.24 836 544.2 A4 7
立 山 畜 産 去勢 真華盛 美穂国 忠富士 H29.9.2 850 544.7 A4 8

人工授精から分娩届までの留意事項について

人工授精
１．所有（飼養）されている繁殖牛に人工授精を依頼される場合は、授精師が訪問されるまでの
間に血統書と牛の個体識別番号とに間違いがないか事前に確認を必ず行ってください。

２．種付を行う母牛が初回種付によるものなのか、再発によるものなのかを確認をしてください。
３．再発による種付の場合は、事前に授精証明書を確認し、人工授精師と相談の上、できるだけ
前回種付したものと同じ種雄牛を種付けするようにしてください。授精から一発情以内（２１
日以内）に再発し種付する場合は特に留意してください。

子牛分娩届け
１．子牛が生まれたら母牛の所有者（管理者）は直ちにＪＡ各支店の窓口に血統書、授精証明書、
印鑑を持参の上、分娩の報告をしなければなりません。

２．分娩した子牛の届出は、分娩後１５日以内に届出することになっていますので遅れることの
ないように届出してください。

３．流産、死産、生後死等についても必ず届出が必要です。分娩届けは子牛登記のみにあるので
はなく、母牛の繁殖記録の履歴として残り、能力的な評価にも利用されます。

その他
　母牛の死亡並びに販売・導入等による移動等が生じた場合についても速やかに届出を行ってく
ださい。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
イ
チ
ゴ　
　
　
　

　
（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

人
も
イ
チ
ゴ
も
健
康
管
理
を
行
っ
て
、

後
半
の
収
量
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！

①
草
勢
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
日
中
は
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に
20
℃

の
早
め
の
換
気
を
行
う
。
夜
温
は
外

気
温
が
５
℃
以
下
に
な
ら
な
い
限
り

二
重
ビ
ニ
ー
ル
は
閉
め
な
い
。

・
生
育
が
旺
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
、
潅
水

量
を
増
や
し
て
い
く
。

・
玉
だ
し
や
株
整
理
は
、
早
め
に
行
う
。

特
に
過
繁
茂
の
株
で
は
、
重
な
っ
て

い
る
葉
を
除
去
す
る
。

・
収
穫
が
終
了
し
た
果
梗
枝
は
、
早
め
に

除
去
す
る
。

・
摘
果
は
Ｓ
玉
以
下
を
除
去
し
、
草
勢
が

弱
い
株
は
、
強
め
の
摘
果
を
行
う
。

②
電
照
打
切
り

・
打
切
り
の
目
安
は
３
月
中
旬
頃
と
す
る

が
、
着
果
負
担
が
あ
る
時
や
日
中
の

温
度
が
低
温
で
推
移
し
て
い
る
場
合

は
遅
ら
せ
る
な
ど
し
て
対
応
す
る
。

③
収
穫
作
業

・
収
穫
は
こ
ま
め
に
行
い
、
午
前
10
時
ま

で
に
は
終
わ
ら
せ
る
。

・
果
実
が
傷
ま
な
い
よ
う
収
穫
カ
ゴ
へ
の

入
れ
す
ぎ
に
注
意
す
る（
厳
守
）。

④
玉
だ
し

・
さ
が
ほ
の
か
は
必
ず
行
う
作
業
。
色
の

出
な
い
も
の（
オ
レ
ン
ジ
色
）に
つ
い

て
は
、
別
途
販
売
に
な
る
の
で
注
意

す
る
。

　

先
月
は
、
10
ａ
当
り
３
０
０
本
の
親

株
を
定
植
す
る
時
期
で
し
た
が
、
ま
だ

定
植
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
急
い
で
作

業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
生
姜　
　
　
　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

定
植
前
の
最
終
確
認

　

３
月
上
旬
ま
で
に
は
土
壌
消
毒
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
バ
ス
ア
ミ
ド
を
使
用
す

る
場
合
は
土
壌
水
分
が
適
当
か
確
か
め
、

鎮
圧
か
ビ
ニ
ー
ル
等
で
被
覆
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
消
毒
後
の
ガ
ス
抜
き
は
２

回
以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。。

☆
菊　
　
　
　
　

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

夏
菊
採
穂
の
時
期
に
入
り
ま
す
。
採

穂
前
に
必
ず
病
害
虫
防
除
を
行
い
、
圃

場
内
に
病
害
を
持
ち
込
ま
な
い
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
親
株
摘
芯
後
の
側
枝
が
伸
び

す
ぎ
な
い
よ
う
に
採
穂
す
る
事
が
重
要

で
す
。

☆
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

気
温
が
高
く
な
る
時
期
に
入
り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
葉
先
の
焼
け

が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
品
質
向
上
の

た
め
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ハ
ウ
ス
の
換
気
に
努
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

採
花
も
終
盤
に
入
り
ま
す
が
、
気
温
の

上
昇
に
よ
る
傷
み
等
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

採
花
終
了
後
は
４
月
か
ら
球
根
養
成

期
に
入
り
ま
す
が
、
生
育
の
悪
か
っ
た

株
や
ウ
イ
ル
ス
株
は
早
目
に
抜
き
取
り

処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

球
根
養
成
時
期
は
潅
水
間
隔
を
徐
々

に
広
く
し
な
が
ら
水
を
切
っ
て
い
き
ま

す
。

　

急
激
な
潅
水
中
止
は
球
根
の
肥
大
に

影
響
を
与
え
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ　（

担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

こ
れ
か
ら
春
・
夏
の
出
荷
に
向
け
て

新
し
い
芽
が
発
生
し（
根
萌
芽
）、
伸
長

開
始
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
日
中
の

気
温
は
上
昇
す
る
時
期
で
す
が
、
時
折

の
寒
波
に
よ
る
霜
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

対
策
と
し
て
は
凍
結
防
止
効
果
の
あ
る

葉
面
散
布
剤
の
散
布
や
パ
オ
パ
オ
、
パ

ス
ラ
イ
ト
と
い
っ
た
資
材
の
被
覆
等
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
被
覆
資
材

に
つ
い
て
は
日
中
の
保
温
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
が
、
か
け
っ
ぱ
な
し
は
葉
焼

け
や
蒸
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
適
度
な

換
気
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

☆
玉
ね
ぎ　
　

　
（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

春
先
に
発
生
す
る
べ
と
病
は
気
温

15
℃
く
ら
い
で
降
雨
が
続
く
と
発
生
し

や
す
く
な
り
、
鱗
茎
の
肥
大
に
影
響
を

与
え
て
収
量
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特

に
排
水
対
策
の
徹
底
と
早
期
防
除
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
、
雨
前
の
定
期
的
な
予

防
的
防
除
が
必
要
で
す
。
防
除
薬
剤
と

し
て
は
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
、
リ
ド

ミ
ル
ゴ
ー
ル
ド
Ｍ
Ｚ
水
和
剤
等
の
登
録

農
薬
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
玉
ね
ぎ
の
葉
は
薬
剤
が
付
着

し
に
く
い
で
す
の
で
、
必
ず
展
着
剤（
ス

カ
ッ
シ
ュ
や
ミ
ッ
ク
ス
パ
ワ
ー
等
の
展

張
・
浸
透
性
に
優
れ
る
も
の
）を
加
用
し

て
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
中
村
真
吾
）

　

圃
場
内
に
残
っ
た
雑
草
の
育
ち
が
早

い
こ
と
か
ら
例
年
、
出
荷
時
に
雑
草
の

混
入
が
見
ら
れ
ま
す
。
収
穫
時
の
雑
草

や
黄
葉
・
枯
れ
葉
が
入
ら
な
い
よ
う
に

丁
寧
な
選
別
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

ハ
ウ
ス
ゴ
ー
ヤ
ー
の
定
植
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
土
壌
分
析
結
果
を
基
に
適

正
な
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地

温
を
上
げ
る
た
め
に
植
え
付
け
２
週
間

ま
で
に
は
マ
ル
チ
張
り
ま
で
の
圃
場
準

備
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

露
地
ゴ
ー
ヤ
ー
に
つ
い
て
は
、
堆
肥

の
投
入
や
棚
柱
な
ど
の
更
新
を
早
め
に

済
ま
せ
、
４
月
下
旬
か
ら
の
定
植
作
業

に
備
え
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ー
ヤ
ー
の
栽
培

に
興
味
の
あ
る
方
は
農
産
園
芸
課（
３
３

−

５
７
５
６　

担
当
：
中
村
）ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
ピ
ー
マ
ン　
　

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
下

旬
定
植
の
方
は
、
少
な
く
と
も
定
植
２

週
間
前
ま
で
に
は
マ
ル
チ
張
り
ま
で
終

え
る
よ
う
に
し
、
地
温
が
16
℃
以
上
に

な
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
時
に
は
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
を
１

株
当
た
り
１
ｇ
の
目
安
で
植
穴
土
壌
混

和
し
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な

ど
の
害
虫
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
定
植
後
５
日
以
内
を
目
安
に

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
を
散
布
し
、
基

本
的
な
病
害
の
予
防
的
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
植
付
の
深
さ
は
畝
面
と
根
鉢
上

面
の
高
さ
が
揃
う
よ
う
に
定
植
し
、
根

締
め
の
手
灌
水
に
よ
っ
て
１
㎝
程
度
の

浅
植
え
と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
深
植
え
に
す
る
と
疫
病
の
発
症
を

助
長
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
糸
つ
り
作
業
に
遅
れ
が
で
な

い
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ　
　

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
時
期
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
定

植
の
際
は
定
植
４
～
５
日
前
か
ら
水
切

り
を
し
て
苗
の
順
化
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
定
植
の
時
間
帯
は
、
高
温
期
に

は
朝
と
夕
方
、
低
温
期
に
は
９
時
か
ら

13
時
頃
ま
で
が
理
想
的
で
す
。

　

植
付
の
深
さ
は
、
培
土
の
上
に
１
㎝

程
度
土
が
覆
土
す
る
よ
う
に
や
や
深
植

で
行
い
ま
し
ょ
う
。
定
植
後
の
活
着
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
そ
の
後
の
良

好
な
生
育
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
定
植

時
に
十
分
灌
水
を
行
い
活
着
促
進
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷　
　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

自
家
育
苗
を
実
施
さ
れ
る
方
は
３
月

上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
が
種
芋
伏
せ

込
み
時
期
と
な
り
ま
す
。
目
安
と
し
て

は
定
植
の
50
日
～
60
日
前
ま
で
に
は
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
床
土
に
十
分
な
潅
水
を
行
っ

た
上
で
ビ
ニ
ー
ル
等
で
被
覆
し
、
地
温

の
上
昇
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
萌
芽
後
は

35
℃
以
上
に
な
る
と
芽
が
焼
け
て
し
ま

う
た
め
こ
ま
め
な
換
気
と
床
土
が
乾
か

な
い
よ
う
潅
水
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

基
腐
病
の
対
策
の
た
め
、
種
芋
の
消

毒
は
し
っ
か
り
と
行
な
う
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

☆
里
芋　
　
　
　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

３
月
末
頃
か
ら
芽
出
し
作
業
の
時
期

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
作
業
が
遅
れ
る

と
芽
が
焼
け
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
定

期
的
に
圃
場
の
観
察
を
行
い
、
遅
れ
が

出
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
芽
が
出
揃
っ
た
段
階
で
、
ジ
ー

フ
ァ
イ
ン
水
和
剤（
１
０
０
０
倍
）＋
展

着
剤（
ス
カ
ッ
シ
ュ
：
１
０
０
０
倍
）の

散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う（
疫
病
対
策
）。

☆
白
ネ
ギ　
　
　
　
　（

担
当
：
古
里
桜
香
）

　

４
月
中
下
旬
の
定
植
に
向
け
て
圃
場

の
準
備
を
早
め
に
進
め
ま
し
ょ
う
。
特

に
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
圃
場
の
内

側
に
排
水
路
を
設
け
、
水
は
け
の
良
い

圃
場
環
境
を
整
備
し
て
か
ら
定
植
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

新
規
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お

問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園

芸
課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

農業用廃プラスチック集積日
３月の集積日は３月１７日 (火曜日 )です。

　 ◎ポリフィルム（マルチ・肥料袋等）
集積場所　 えびの市一般廃棄物最終処分場
時　　間 　午前９時～午前４時

※ビニールとポリマルチは混ぜないよう注意してください。

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会
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☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

１
．
水
田
の
土
壌
診
断
を
依
頼
さ
れ
る
方
は
、

お
早
め
に
土
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

土
作
り
は
作
物
栽
培
の
基
本
で
す
。

土
作
り
を
行
う
上
で
土
壌
診
断
は
目
に

見
え
る
形
で
改
善
箇
所
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
土
壌
診
断
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
今
作
に
お
い
て
不
要
な
部

分
を
知
り
、
不
必
要
な
資
材
を
省
く
こ

と
で
費
用
を
抑
え
る
こ
と
に
も
繋
が
り

ま
す
。

　

土
壌
診
断
の
手
順
に
基
づ
き
土
を
採

取
し
て
十
分
乾
燥
さ
せ
た
後
、
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
稲
作
（
水
田
）
の
土
壌
診
断
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
産
園
芸
課

（
３
３
―
５
７
５
６　

担
当
：
内
村
）

ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

２
．
水
稲
苗
を
申
し
込
み
さ
れ
た
皆
様

へ
の
お
願
い

　

今
年
の
水
稲
苗
の
申
込
み
に
関
し
ま

し
て
は
昨
年
同
様
、
次
の
対
応
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
苗
受
け
渡

し
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
稚

苗
の
配
布
に
つ
き
ま
し
て
は
原
則
、

配
達
の
み
の
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
配
達
料
は
無
料
）

②
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
や
「
に
こ
ま
る
」

「
ク
ス
タ
マ
モ
チ
」
と
い
っ
た
異
な

る
品
種
を
一
緒
に
ご
注
文
さ
れ
て
い

る
方
は
、
苗
を
圃
場
に
運
搬
す
る
際

や
植
付
け
す
る
際
に
、
品
種
の
間
違

い
が
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
モ
チ
に
つ

い
て
は
箱
の
色
（
緑
色
）
で
区
分
け

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
植
付
す

る
時
期
を
品
種
に
よ
っ
て
変
え
る
こ

と
も
品
種
の
間
違
い
を
防
ぐ
対
策
に

な
り
ま
す
。

③
播
種
渡
し
苗
（
芽
出
し
苗
）
の
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
以
降

が
田
植
え
予
定
と
な
る
申
し
込
み
か

ら
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
１

日
の
播
種
可
能
量
等
の
関
係
か
ら
受

渡
し
日
の
調
整
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

〇
用
水
の
関
係
等
か
ら
直
前
に
な
っ
て

苗
の
受
取
日
の
変
更
を
さ
れ
る
事
例

が
増
え
て
い
ま
す
。
育
苗
セ
ン
タ
ー

で
は
当
初
の
田
植
え
希
望
日
に
合
わ

せ
育
苗
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

急
な
変
更
は
苗
の
老
化
や
供
給
体
制

に
影
響
を
与
え
ま
す
。
直
前
の
変
更

は
ご
希
望
に
そ
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
出
来
る
だ
け
早
め
の
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

農
産
園
芸
課　

３
３
―
５
７
５
６

白
鳥
育
苗
セ
ン
タ
ー

　

３
３
―
０
７
５
６
（
※
５
月
以
降
）

農
情
報

◎
農
産
関
係
◎

営

◎種子消毒（２４時間消毒の場合）
　種籾４ｋｇの場合
　水・・・・・・・・・・・・８Ｌ
　テクリードＣフロアブル・４０ml
　スミチオン乳剤・・・・・・８ml
廃液は河川、用水路、下水などに絶対に
廃棄しないでください。

◎温湯消毒
　４月より温湯消毒機の利用を開始します。温湯消毒の使
用方法については、２月に配布した栽培ごよみに掲載して
いますので、ご確認ください。。

現在予約受付中です。
ご予約の際は野菜集荷場（33-1006）までお願いします。

塩水選および種子消毒について
　ＪＡ米での出荷には種子更新が必須の条件となっていますが、購入された種子籾は消毒が
されていません。健苗育成のためにも、塩水選と種子消毒は必ず実施しましょう。

◎塩水選（終わったら必ず水洗いをしましょう）
　水　　・・・　１０Ｌ
　食塩　・・・８００ｇ（※溶けにくいので十分かき混ぜましょう）
　※もち種については充実の関係から水のみで行います。

設置場所…ＪＡえびの市 野菜集荷場
利用方法…完全予約制（電話連絡可）
利用期間…４月１日～５月３１日
　　　　　※日・祝日は稼動しません。
利用料金…２００円（税別）（４kg 以内）以降１kg
　　　　　増えるごとに５０円（税別）加算となります。
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ぼくはいや　いじめするのも　されるのも

営農情報 ◎担い手支援関係◎

農作業のご相談はアグリランドへ！
　現在、各種作業の受託受付を行っておりますのでお気軽にご相談ください！
　堆肥散布・耕起等、高品質・高収量へ向けた土作りは「アグリランド田の神さぁ」
へお任せください！

※作業料は、「JAえびの市農業機械銀行農作業料金表」に準じます。
※担い手支援課および各支店にも申込書を準備しております

－丁寧な作業をお約束 ! －

(株) ＪＡアグリランド田の神さぁ
☎３３－０１１１

―えびの市大字原田2206番地（旧 JA飯野駅前農業倉庫事務所跡）―

お申し込み・お問い合わせ先

婚 活 ストロベリーツアー
　今年もＪＡ主催の婚活イベント開催決定！

　いちご狩りを楽しみながら、楽しく交流しませんか。
　今年はＪＡ女性部・農村女性のつどい（行政）にご協力いただき、
取れたてのいちごで簡単なスイーツづくり体験も予定しています♪

日　　時 ： ４月１８日　土曜日
会　　場 ： 国際交流センター
時　　間 ： １３時３０分～２０時（予定）
募集人数 ： 男性１２名　女性１２名
参加資格 ： ２０歳以上の独身男女（男性参加者はＪＡ青年部を優先します）
参加費用：男女ともに　１０００円

お申込み・お問い合わせは　担い手支援課　３３－５７５８　まで


